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中国電力抹式会社

島根原子力発電所第1号機4る0仙Wの建設
Construction of Shimane Nuclear Power Plant
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Kaoru Yakusbiji

藤 良 造**
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要 旨

昭和45年2月に正式着工以来,昭和48年11月の営業運転をめざし鋭意進行中であるが,工事はきわめて順

調にすすみ,46年8月現在総合進捗(しんちょく)率は約60%となっている｡本稿においては発電所の特長と

建設状況について紹介する｡

1.緒 言

島根発電所1号機は,昭和45年2月に着工以来,順調に建設工事

がすすみ,昭和46年8月末現在,総合進捗率が60%を越えるに至

った｡建設工事ほ,これから機器･配管の据付が始まり最盛期を迎

えることになるが,昭和48年11月の営業運転をめざし,鋭意建設

をすすめているところである｡

図lほ主要工程表であるが,41年度末から現島根地点に焦点をし

ぼり,本格的な調査を開始した｡当地点を選定したおもな理由は次

のとおりである｡

(1)地勢上一般民家より隔離されており,地盤も良好でかつ港

湾の造成も比較的容易である｡

(2)松江,米子,安来地区など山陰側電力需要の中心に近く,

また山陽側との電力連係も容易である｡

その後42年3月に調査所を開設,43年2月建設準備本部を開設

し,準備工事をすすめた｡

一方,これと並行して42年初めより,中国電力株式会社と日立製

作所とで共同研究にはいり,設計･建設の技術検討を行ない,44年

5月26日に設置許可申請を行ない,同年11月13日に許可を得た｡

46年8月末現在の土木工事の進捗率は95%,建築関係は50%,

轢器製作を含み総合進捗率は60タgである｡

2.発電所の概要

2.1立地および構内配置

発電所の敷地は,図2に示すように松江市の北西約8kmの地点

で,島根半島のほぼ中央部で日本海に面する位置にあり,三方は山

に囲まれ,北側が輪谷湾になっており,平坦(へいたん)部はほとん

どない｡原子炉設定地点より最寄りの人家までの距離は約850m,

かつ周辺の人口密度も低い｡

地質ほ,第三紀中新世の堆積岩で,主として凝灰岩と頁岩の互層

で構成されており,海岸に向かって約30度傾斜した単憤構造を呈

している｡

地震歴の調査によると,サイト付近は顕著な地震被害を生じてお

らず,全国的ににみても地震活動の少ない地域である｡

図3は発電所構内配置図,図4ほ切取り断面図である｡発電所位

置は,敷地として必要面積約12万m2を確保するため,護岸費と切

取費の経済的検討から決められた｡またこの位置は,原子炉建物基

礎に人工岩を必要とせず強固な基礎が得られるところである｡裏山

の切取量をできるだけ減らすため,原子炉建物山側は重量物搬入に

支障のない範囲で高くし,原子炉建物1階面をEL＋15mとした｡

また原子炉建物とタービン建物基礎面を同一レベルとし,かつ原子

炉建物1階とタービン建物3階(操作床)とが合うようにした｡ター

ビン建物側グランドレベルは,タービン建物2階に合わせEL十8.5

mとした｡なお,荷揚場付近ほ重量物の水切りを考慮しEL＋6.5m

とし,道路こう配ほ最大のところで6クgである｡輪谷湾の平均潮位

はEL＋0.15m,既往最高潮位EL＋1.07Ⅰ氾である｡

復水器冷却用水は湾内より取水し,湾外に排水する｡取水設備に

対しては波浪の影響を考え,鋼管埋設による深層取水方式を採用し

た｡海象ほ,日本海に面しているので波浪条件ほ相当きびしいが,

砂質堆積物が少ないので漂砂のJL配はない｡

淡水はEL十44mの台地に設けられた貯水槽(10,000tx2)にて,

サイト内の渓流をためて使用するとともに,鹿島町上水道も導入し

ている｡
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図1 主 要 工 程 表

*
中国電力株式会社島根原子力建設本部

**
日立奉呈作所日立工場

64

N

l

｡や;｡45km
ヒ出

卍

石

畑師

田

一▲柴

平

島恨原子力発電所地点

≡†阜こ海

..し.

忠空港

′･一一ノ‾､,

悼陀川

湖道夫

宍道

佐大神杜

碑

干潟

志汀
一_､_･､J

島根町

･･｢ )

■

松江市

′-･/

･ヽ/

中海

較汀

′'ノー

′

宅安来

図2 発電所位置図



中国電力株式会社島根原子力発電所第1号機460MWの建設 1093

2.2 主 要 設 備

2.2.1主 要 仕 様

原子炉熱出力は1,380MW,定格運転条件にて発電

端出力は465MWである｡表1ほ主要仕様を示したも

のである｡国産原子力発電所の第1号放として,安全

性,実証性に重点をおき,アメリカGE社の納入した

先行プラントの計画を踏襲し安全設備についてほ,当

時アメリカで採用されていたGE67年形BWRの設

備を全面的に採用した｡

2.2.2 原子炉安全･補助冷却設備

島根1号機と従来形との比較を示したのが表2であ

る｡島根1号磯が従来形と大きく相違する点ほ,低圧

注水系,原子炉隔離ほ冷却系統である｡そのほか格納

容器冷却系統i･よン従来形でほ系統専用のポンプが設け

られていたのに対して,低圧注水系に使用されている

RHRポンプがこの系統に兼用されている｡なお残留

熱除去系熱交換器(RHR)の2次側冷却水は,原子炉

補磯冷却水を使用している｡

低圧注水系を設置することにより,従来の炉心スプ

レイ系統にさらにノミックアップが付加され,冷却瞭喪

失事故時の炉心冷却の信煩性が向上した｡この系統で

ほ,炉心スプレイ系が炉心上部からのスプレイ冷却で

炉心を冷却するのに対し,さらに底部からフラッディ

ソグにより炉心を冷却する方式が採用されている｡

原子炉隔離時冷却系統ほ,従来の非常用復水器と同

じ機能を持っているが,設備が非常に小さくなり配置

上有利になり,さらに安全性の向上も期待される｡

2.2.3 復水脱塩装置にフィルタ式脱塩装置の採用

復水脱塩装置には図5に示すように,フィルタ式脱

塩装置と混床式脱塩装置の組

合せを採用した｡両者とも

100%容量の設備で,それぞ

れ単独でも通水運転ができる

し,また直列にも運転できる

ようにしてある｡

フィルタ式脱塩装置を採用

した理由ほ,次のとおりであ

る｡

(1)起動時の鉄分(特にコ

ロイド状鉄分)を有効
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に除去すること｡

(2)廃棄物を減少させることこ

(3)運転･保守費を含む全体の経済性の向上｡

廃棄物処理設備で処理する廃液中,従来最大の発生源となって

いたのほ,復水系混床式脱塩器の薬品再生にともなって発生する

再生廃液であるが,フィルタ式脱塩装置は再生使用せず,使い捨

てのため再生廃液は発生しないので,その結果ドラム缶にセメン

ト固化する量を著しく減少させることが可能となる.｡

表3は復水脱塩装置の仕様を示したものである｡

なお,アメリカにおいてフィルタ式脱塩装置の採用プラント数

ほ1970年までiこ火力発電所で約90で,GE-BWR原子力発電所

でほ,1970年に運転にほいったMonticello545MWを初めとし,

約20近くになっている｡

Monticello原子力発電所での実検による実験結果によると,イ

オン交換特性など計画仕様を満足している｡なお,コールドフラ

ヅシソグ時,ブロー用補給水量が不足したため,復水系フィルタ
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式脱塩装置を使用しているが,ミリポアフィルタの測定で,

入口Fe 500ppb

出口Fe lOppb以下

と言うきわめてすぐれた炉過効果を示している｡

2.2.4 廃棄物処理設備

廃棄物は,気体,液体,固体の3系統にわけて処理される｡その

基本的考え方ならびに設備は,従来形と同じであるが,運転面から

かなりの改善が施されている｡おもな点ほ下記のとおりである｡

(1)セメソト固化系統の一部として,濃縮廃液のセメント固化

の安定性を増すため軽量骨材を添加し,また固化後のドラ

ム缶上部にモルタルを充てんする設備を設けた｡

(2)ドラム搬出操作時の被曝を最少限にし,また操作の煩雑さ

を避けるため,ドラム搬出操作を自動化した｡

(3)定検特除染などによる多量の床ドレンの発生を考慮し,濃

縮器の容量を大きくした｡これはまた通常運転時において
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表1 中国電力株式会社島根原子力発電所1号械主要仕様

項 仕 様

力
力
量
度
管
数

出
出

空
段

熱
気
流
温
真
熱

電

般
炉
端
気
水
野
加

子
電

水
水

原
発
語
給
復
給

全

2.原 子 炉 設 備

(i)原子炉圧力容器

寸 法

設 計 圧 力

(ii)炉 心

寸 法

燃 料 集 合 体

燃 料 棒 材 質

装荷UO2重量

出 力 密 度

制 御 棒 本 数

制 御 棒 材 質

制御棒駆動形式

(iii)原子炉冷却表形式

ジェットポンプ数

再循環流量スループ数

(iv)格納容器形式

設 計 圧 力

(Ⅴ)廃棄物処理設備

気 体

液 体:廃 水

再 生 廃 水

国 体

3.蒸気タービン発電機

(i)タービン形式

定 格 出 力

回 転 数

入 口蒸気圧力

(ii)復水器形式

(二iii)復水脱塩装置

しiv)給水加熱設掃形式

高圧給水加熱器

低圧給水加熱器

･Ⅴ)発
電 轢

定 格 容 量

力 峯

端 子 頂 圧

1,380,000kWt

465,626kWe

2,468 tノh

180.7℃

722mmIig

5段

4,793¢×18,856.5h mm

87.9kg/cm2g

3,44(ゆ× 3,660b mm

7×7正方格子配列×400

UO2ペレット,ジ′レカロイー2被覆

78.2T.U

41 kW/J

97

ボロンカーバイド粉末ステンレス被覆

ロッキングピストン水圧式

ジェットポソプ再循環方式

20

5,579t/bx2

旺 力 抑 制 形

3.94kg/cm2g

再結合器付貯蔵減衰方式

炉過およびイオン交換方式

蒸 発 濃 縮 方 式

セ メ ント 固 化 式

衝動式復水ターーピソTC4F-38

465,626kW

l,800rpm

66.85kg/cm2g

表面接触単流半区分式

フィルタ式脱塩器＋混床式睨塩器

表面接触加熱式俵置U手管形

2 基×2

3 基×2

横軸円筒回転界磁形
TFLQQ-KD

520,000kVA

O.9

系 列

系 列
3相交流同期発電枚

(水素正3kg/cm2g)

18,000V

も,必要に応じて床ドレンの全量を余裕をもって濃縮処理

できるものである｡

(4)フィルタスラッヂおよび廃樹脂を貯蔵タンク己･こ入れる前

に,遠心分離器にて廃液を分離するが,さらにこの遠心分

離器を使用せず,貯蔵タンクでの廃液の分離(デカンティ

ソグ)もできるようにした｡

(5)気体処理にほ再結合器付貯蔵減衰方式を採用しているが,

さらに,活性炭希ガスホールドアップ装置の設置を検討中

である｡

なお,廃棄物設備の機器8･も 運転後の調整がむずかしいところ

もあるので,気体の廃ガス圧縮機,固体設備ではドラムへのセメ

ソト注入関係,ドラムキヤッピソグ,コンベヤシステムなどでき

るかぎり工場で試験調整を済まし,現地に持ち込むようにして

いる｡

2.2.5 国産輸入の区分

表4は主要品の国産輸入の区分である｡性能,信較性,経済性

などの点を検討し決定した｡大形弁などはじゅうぷん信煩できる

国産技術を有しながら,値段の点で輸入品に劣る場合もあった｡

国産品については従来よりの使用実蹟に主眼をおき採用するこ

ととし,さらに炉内主要機器についてはGE杜との技術提携によ

る資料に基づき,試作とじゅうぷんなる性能および耐久試験を行

なった｡
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表2 原子炉および格納容器の補助冷却設備

系 統 名l 島 根1号 段 【 従来形 BWR

炉心スプレイ

系 統

低旺注水系統

高圧注水系統

オートリリーフ

系 統

原子炉隔離時

冷却系統

格納容器冷却

系 統

電動駆動ポンプ使用

系 統 数 2

設計流塁/系統560t/b

電動駆動ポンプ使用

ポ ン プ台数 4

設計流品 2,376t/b

(ポ吉富詣墓)
タービン駆動ポンプ使用

系 統 数 1

設計流量 680t/h

原子炉リリーフ弁使用

リリーフ弁必要個数 2

設計流量 52()t/血

電動駁動ポンプ使用

系 統 数 2

設 計 流 丑 560t/h

タービン駆動ポンプ使用

系 統 数 1

設 計 流 量 682t/】l

原子炉リリーフ弁使用

リリーフ弁必要個数 3

設 計 流 量 270t/h

タ【ピソ駆動ポンプ使用

系 統 数 1

設 計 流 量 90t/b

タンク形の非常用復水器

が設置されている

系 統 数 2

設 計 流 量100t/b

低圧注水系のポンプを

兼用

系 統 数 2

設計流丑1,100t/h

電動駆動ポンプ2台/系統

素 流 数 2

設計流量 705t/h系

系統の機能

冷却材喪失事故

時の炉心冷却

冷却材喪失事故

時の炉心冷却｡

炉心スプレイ系

のバックアップ

冷却材喪失事故

時の減圧と給水

高圧注水系のパ

ックアソフ

原子炉隔離時の

炉心冷却

冷却材喪失事故

時の格納容器内

スプレイ冷却

表3 復水脱 塩装置仕様
＼＼＼ 仕 様

＼＼ニ＼一■都l基数(1)l欝晋欝管l馴旨孟ほ対空墓)】計画運転時間
設 備 ＼

フィルタ式
脱塩装置

混床式脱塩装置

5＋(1)

5十(1)

50
(2)

50kgノ基

(3)
約3.8

mり基

500

500

約15 日/基

約6 日/基

(フィルタ式脱塩装

置と直列運転の場

合この10倍)

注:(1)()内の数字ほ予備基数を示す｡

(2)乾鰻重量基準の粉末樹月旨プリコート量を示す｡

復水ポンプ

イオン交換樹脂の概略容量を示す｡

低圧給水加熱器へ

復水器より

グランド

コンデンサ

空1ミ抽出器

フィルター

式睨塩装置

子如く昇†7三ポンプq

混株式

軋塩装前

図5 復水脱塩装置まわり系統図

3.建 設 工 事

3.1建 設 工 程

図dは概略大工程を示したものである｡現在までのところ順調に

進行し,本工程表より約2個月先行している｡先行できるものは先

行し,後に余裕をとっておき,不要な突貫工事のないよう,また今

後当然起こることが予想される枚器側据付と建築作業の取合いに,

調整代をとっておき,確実な作業ができるようにしようとするもの

である｡もちろん,すべてが順調に進み,そのまま運転にほいれる

ことほ関係者全員の希望でもあることは言をまたない｡

木工程蓑の太線がクリテカルパスとなっている作業を示してい

る｡大物製品は海上輸送になるが,一応12月中旬から2月下旬ま

でほ海上輪送が不可能と考えて工程が組まれている｡

現在までのところ土木建築作業が主体で,棟器側としては格納容

器の据付のほかは,建築作業にともない配管,配線の貫通部や機器

サポート瑛の埋込金具の据付程度である｡原子力発電所建設実績と

して他誌にも発表されているが,配管,配線の貫通部や機器サボー
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夫4 主要品の輸入国産の区分

区 分

国 産芦輸 入

F‾L】 名

1. 瞑 子 炉

原子炉正

ン/ェ ソト ニて ン

]構造的
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配管ベネトン-ション

ケープ′+ベネトンーショソ

5.計測制御装置

インコ｢モニタ騒動装置

中性子計装耶検出器

運転監視確言卜賢撒

しj
l
l

≡ ○

(⊃

哨 考
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〇

】
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年
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込石
斡 転

閲V ･スⅤ 裳 間
工 始 土 荷 ね
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麻子炉建物

麻子炉格納容器

掘削恭曜J也‾F璧

PC

PCV用クレーン組立

1階-5階コンクリート鉄骨崖怯外芦.号仕上

炉乃咋佳良定言幹

Ⅴ楷付

=裁レ‾ン
原子炉圧力茶器およLr

炉内構造物

クレーン解体
り｢÷r:”タり- ■R叩恨

l 醐服部CRD苧(1 監禁三毛岩♯

タービン建物

復水器

タービンjゴよLr発電較

｡選塾草確～3階床コンクリート
鉄骨屋根璧 什+二

)

すトレフラツシング柁j⊥

タービン台

復水器掘け

タービン発電織哉汁f

廃棄物処理建物

横器据付

C
墓標～4順風屋根 仕_l

払憐器`据附払

制御室建物

中央制御盤据付

C
基礎-一緒コンクリート仕上

⊃

C巨==コく〉

凶6 建設工事主要工程表

卜類の埋込金具の設計が土木建築作業の進行からあおられがちであ

った｡幸い閑孫老の協力により,工事の手もどりそのはかのトラブ

ルもほとんどなく進捗してきたが,今後の問題として検討を要しよ

う｡原子力発電所は遮蔽(しゃへい)壁,耐震壁などあり,機器配置,

配管配線の設計と建築設計がほとんど一体であるが,一方,時期的

に配管,配線などの詳細設計が完了する前に建築作業が始まり,機

器側があおられることになる｡これを設計工程の厳重な管理で乗り

切ることも必要だが,機器側としては設計の標準化をさらに徹底す

る努力が必要であろう｡

本年末より機器･配管の据付作業も始まり,いよいよ建設工事の

最盛期にほいることになるが,今後の工程管理上の問題は,配管,

配線および換気ダクトなどの据付順序,建家壁床の塗装作業などと

機器据付作業をいかに調整していくかにあろう｡

3.2 土木･建築工事

発電所本館は,原子炉建物,タービン建物,制御建物および廃棄

図7 据付中の

格納容器

物処理建物の4ブロックよりなり,それぞれの建物は50mmのギ

ャップをもって独立した構造となっている｡

45年2月11i]本工事に着手,まず原子炉建物基礎岩盤の掘さく

から開始された｡原子炉建物は45年6月,EL±Omの岩盤上に厚

さ3mのベースコンクリートの工事を開始,同年9月末にほ地下壁

部分をEL±15.3mまで完了し,この状態で格納容器の組立工事の

ため46年4月まで+二事を中断した｡

従来の原子炉建物との相違点は,1階大ほりを鉄筋コンクリート

で先行していたものを,鉄骨垂如こし後付けとしたことで,このため

格納容器のトーラス組立に障害物がなくなり,工程短縮の一国とな

った｡

46年4月,格納容器の耐圧試験完了をまって,再び建物工事を開

始,1階床,外壁,生体遮へい壁など順序i･こしたがいコンクリート工

事を続行中である｡46年8月にほ2階床コンクリートを打設,47年

2月i･こほEL44mの5階床までコンクリートを打設の予定である｡

タービン建物は45年6月,EL-9.2mの復水ポンプ基礎コンク

リート打設より始まり,途中循環水管の敷設などをからめて,45年

11月基礎工事を完了,引続き壁,床などコンクリート工事を施行,

46年6月3階床のコンクリート打設を完了した｡その間タービン

発電機架台は建物工事に並行して施行さjl,46年5月完了した｡引

続き8月より鉄骨工事にかかり,屋根コンクリートは46年末には

完了の予定である(EL＋35m)p

制御建物ほ45年末,基礎工事に着手,46年6月,4階制御室床を

完了,7月末にほ屋根のコンクリート打設を完了した(EL＋22.8m)｡

廃棄物処理建物は45年11月基礎工事にかかり,46年4月,1階

壁および2階床の1部のコンクリート打設を完了し,その状態でタ

ンク類の撒入のため約2個月工事を中断,7月より再開,現在2階

米の後打部の工事を施行中である｡47年5月に屋根コンクリート

打設の予定である｡(EL十29m)

そのほか付属建物として,屋内開閉所,純水装置室,管理建物な

どがあるが,46年秋より47年にかけて施行の予定である｡

3.3 原子炉格納容器の組立

格納容器の現地据付は45年11月より開始され,46年4月に耐圧

試験および漏洩率試験完了まで5個月間で完了し,世界での最短記

鋸を樹立した｡

表5ほおもな仕様を示したものである｡日立製作所日立工場で設

計し,製作･据付はノミブコック日立呉工場が行なっている｡全体工

程を左右する現地据付期間を短縮するため,各部材は大部品まで,

工場で製作さカtた.｡また現地溶接作業には大幅な自動溶接をとり入
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表5 格 納 容 器 主 仕 様

圧

匠

皮
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外

温

計

計

計

設

設

設

3.94kg/cm2

0.14kg/cm2
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(U

･⊥U
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lリ筒2,3段

¢し
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霊ア
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1

＼

外側スカート

くっ
の

q

M

璽
壁聖賢

/ナックル

球形2長安

昏
球形1f長,内側スカⅥト

鐙野

球形4段

図8 格納容器組立要領図

れ,工程短縮と品質の安定化を図った｡

図8は組立要簡を示したものである｡トーラス部ほベントノズ

ル,ベント管ヘッダ,ダウンカマーを内蔵した状態で16分割で工場

製作された｡また円筒部輪切,フランジ,上鏡も工場で一体製作さ

れた｡球形部は2～6個の部品で現地に持ち込まれ,現地地上組立

で球形輪切に組立てられた｡

45年10月1日から50tガイデリック組立を始め,11月11日に使

用許可を得た｡なお130tトラッククレソも準備し,全工程申その

威力をじゅうぷんに発揮した｡

一方,45年11月2日第1船が到着し,海象の関係から,12月中

旬までに全部品を搬入し終えたが,この間延10船で輸送した｡

現地据付作業は11月から3月まで,当地方としてほ最も悪い時

期の屋外作業になり,46年2月初めには松江気象台始まって以来と

いう豪雪にも見舞われたが,二重の風雪よけ対策などを施し,据付

期間中55%の天候稼働率をもって46年3月末に完了した｡続いて

4月上旬に耐圧試験,漏えい率試験を実施し,優秀な成績で試験を

完了した｡

なお,漏えい率試験は基準容器法と絶対圧力法の両方で行なわれ,

両者の試験法と精度の検討がなされた｡

3.4 現地配管の洗浄および清掃

現地配管機器の確実な洗浄および清掃は,運転開始後の

(1)1次冷却水を清浄に保ち,

(2)廃棄物処理設備の負荷を低減し

試運転期間の短縮,棟器性能の発揮のため,大変重要なことと考え
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表6 配管洗浄区分表

系 統
フ ラ ッ

シ ソ グ

アルカリ

クリーニ

グ ;口碑気ヲロ;】僻考

原

子

炉
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係
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ー
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廃
棄閑
物係

再 循 環 系

炉 浄 化 系

残留勲 除 去 系

炉心ス プレイ系

原子炉隔離時冷却系

高 圧 注 水 系

液体ボイ ンズ系

制御棒駆動水圧系

燃料プール冷却系

原子炉禰機冷却系

窒素ガス置換系
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抽 気 系
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復 水 系

給 水 系
タ【ビンヒ【タ

ド レ ン 系
復 水 脱 塩 系

タービン柿餞冷却系

補 給 水 系

復 水 輸 送 系

廃棄物 処理 系

廃ガス 処 理 系

0
0
0
0

0
0
0
0
0

○

0
0
0
0
0

0
0

ぴ
び

T
U
ぴ
0
0

○

】○

アーヒト ン

ふき

*蒸気配管

*蒸気配管

妄

られる｡

表dは各部の清掃法の区分を示したもので,おもな考慮点は次の

とおりである｡

(1)主蒸気管は,炉内の水を所内ボイラで沸隠し,その蒸気で

ブローイングすることが可能なので,蒸気ブローイングを

採用することにした｡

(2)タービン抽気管は2m/s前後の流速でフラッシソグされる

が,大径管については蒸気ブローイングをする｡

(3)炉に接続する配管は,原則としてすべてアルカリ洗浄をす

る｡

(4)配管のフラヅシソグ水は炉に入れないようにし,炉己こ直接

接続する配管部分は,人の手による楼械的清掃とする｡

(5)炉の底部も最終工程で,シュラウドサポートのマンホール

よりほいり清掃する｡

(6)床ドレン･機器ドレンの廃棄物処理設備の負荷を重くしな

いため,埋込ドレン管もじゅうぶんフラッシソグする｡

なお,酸洗い洗浄については,原子力発電所の酸洗い洗浄が,現

状ではまだじゅうぶんな検討がなされていないと言う判断で採用し

なかった｡

4.結 言

島根原子力発電所1号機の建設状況とおもな特長について記述し

た｡現地作業は今までは,土木･建築作業が主であったが,本年末

より機器･配管作業も始まり,いよいよ最盛期にはいることになる｡

現在まで誠に順調に進捗してきたが,今後は各系統の工事が交錯す

ることが予想されるので,各系統部門別の綿密な工程管理,部門間

の工程調整に掛こ留意し,整然確実な作業のもと円滑な工程の進捗

を図っていきたい｡

丁方,ソフト計画面では,機能試験,試運転計画などこれから精

力的にかためていかねばならぬ｡試運転前の調整および梯能試験に

は綿密な計画とじゅうぶんな期間をとりたいと考えている｡
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